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190をご利用いただき、

ありがとうございます。

190

190



１．低速時の舵切れ特性について

２．減速時の注意

３．惰性航走について

４．ハンドル転舵について

５．曳航は低速で

６．は高４０ｃｍ強の海面の走り方

７．ジェットインペラー点検口の取扱い

８．航走時の点検口ハッチについて

９．ロープ整理の徹底

１０．低速時の舵効き向上機能の活用

１１．ノーウェイクモードの活用

１２．船尾の保護
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１．限定沿海の航走

２．ライフジャケットの着用

３．緊急エンジン停止コード装備

４．同乗者への労わり

５．同乗者への注意喚起

６．船尾付近での遊走時はエンジン停止

７．水深の確保

８．航走時はロックの徹底
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又、ジェットノズルから出る強い噴流で身体開口部に大きな

怪我を負う恐れがあります。

船尾付近に遊泳者がいる場合はエンジンを停止してください。



エンジンハッチロック フロントウィンドロック

ジェットインペラーハッチロック

このロックは特に重要！
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とリモコンレバーの「ＴＤＥ」設定

機能を活用して下さい。
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ハンドル転舵について

AR190は高速状態でもハンドル操作が軽く、１周弱の転舵で全舵角が

切れます。乱暴なハンドル操作は避けて、セーフティーライディングを

心掛けてください。

全舵角が１周弱

曳航は低速で
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190

5,500

AR190=5,500rpm

5,500
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低速時の舵効き向上機能の活用

現在は、ジェット推進艇の舵効きの良くない点が改善されています。内容

はリモコンレバーの「中立」と「前進」の間に「ＴＤＥ」というディテン

トで分かる位置が設定されており、下記に示す「ＴＤＥ」位置にリモコン

レバーをセットし、上記「ノーウェイクモード」を活用して、エンジン回

転数を任意の回転数に設定することで、低速状態で高い舵効果を得ること

ができます。

　<リモコンレバー位置の設定>

　　「中立」位置から前に倒し、前方の「前進」位置手前のディテント

　　（「カチッ」という感触のある位置）で止める。

「中立」
「TDE」

「前進」

　<ノーウェイク回転数の最適設定>

　　・狭い水路の低速周遊：２４００rpm（最低回転状態から３回押し）

　　・着岸：　 ・強風時＝２０００rpm（最低回転状態から２回押し）

　　　　　　　 ・微風時＝１６００rpm（最低回転状態から１回押し）

※ＴＤＥとは「Thrust Directional Enhancer」の略であり、この位置に

　リモコンレバーを止めて、下記のノーウェイクモードを使って電気的に

　エンジン回転数を上げる事によって、低速状態での舵効果を上げる事が

　出来ます
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ＴＤＥの説明

【The Thrust Directional Enhancer】

低速時の推力の指向性を高め、ステアリングの応答性、保針性を向上させます

（後進推力を利用しフィンの様な抵抗効果を発揮）

☆ 「ノーウェイク」のエンジン設定回転数

　リモコンレバー位置がシフト操作範囲内にあることで、ノーウェイクスイッチを
　操作することで回転数を上下出来る。しかし、スロットル域にまでレバーを操作
　したりスイッチを下方の最下段まで押すことで解除される。

<対処策>

　●リモコンレバーを［ＴＤＥ」の位置へのセットとする。４００ｒｐｍ毎にエン
　　ジン回転数を調整変化出来ることを意識して、風速と自分の技量に合わせて回
　　転数を設定する。



船尾の保護

ＡＲ１９０はジェット推進であり、船尾にドライブが無いために旋回

した際に船尾側がかなりの勢いで横流れします。そのことから、着岸

の場面ではそのことを意識しないと船尾側を勢いよく当てる結果とな

ります。

そのため、着岸前には着岸舷にフェンダーをしっかりと吊り下げるこ

とを徹底する必要があります。しかし、この船の船尾には係船クリー

トがあるだけで、その箇所にフェンダーを施しても横に寝る姿となり

ます。

<対処策>

同乗者にフェンダーの保持を協力して頂くか、桟橋側の防舷材を利用

する。
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ウェイクボード時のウェットスーツor ウェットボトムの着用

ウェイクを行う場合は、身体を保護出来る衣服を着用してください。

落水による水面からの衝撃やジェットノズル付近で強い噴流を受けた場合、

身体開口部に大きな怪我を負う恐れがあります。

通常の水着では下半身開口部の十分な保護に

なりません。

身体保護のできるウェットスーツボトム等を

必ず着用してください。



＜補足＞ ☆印は重要認識項目

☆ 船尾ハッチのロックを徹底

　船尾の点検ハッチにはエンジンストップスイッチが施されており、ハッチが　少し
　でも開くとエンジンが急停止する様になっています。高速航走中にエンジンが急停
　止しない様、このロックを徹底してください。

<対処策>

●走行前はエンジンハッチのロックが確実に締められている事を必ず確認して
　ください。

☆ 曳航ロープの処理

　ウェイクやチューブという曳航プレイが多い中で、ジェットのインペラーに牽引　
　ロープを巻き付けるトラブルが比較的多く発生しています。

<対処策>

●係船ロープや牽引ロープは常に整理し、曳航中は船底にロープを導かない様、
　操船してください。


